
寄附講義「会社研究」令和６年度 第１５回目 

令和６年７月１７日(水) １３時１０分 

講師 大分朝日放送株式会社 ビジネス統轄本部 

地域連携創造チームマネージャー 佐保 洋子 氏 

テーマ：「地上波テレビの今とこれから」 

本年度第１５回目の寄附講座は、平成２年３月に卒業後、一旦高校

の教師を務められていましたが、平成５年４月に大分朝日放送株式

会社（OAB）へ転職、現在はビジネス統轄本部地域連携創造チームマ

ネージャー 佐保洋子氏による「地上波テレビの今とこれから」とい

う講義となりました。所属は大崎ゼミ１期生でした。 

先ず、テレビを見ていますかという質問があり、想像以上に少ない

が、そうかと言って TV を持っていない訳ではないことが分かった。 

次に、OAB の概要について説明して頂きました。 

特に、日本の広告費に於いてネット広告費が急増していることは

TV業界にとっては脅威であるとの由。 

OAB には四極会員が３名、大分大学出身では７名在職との由。自己

紹介をしていただきました。 

現在所属している部署の概要について説明して頂きました。 

OABのカメラマンは専門協会に委託、ディレクターはプロデューサー

に成長したので現在はゼロ、色々な職務を経験してお互いが連携でき

るような人事システムを採用している。職業や就職選択で大切なこと



は、どんな社員像を期待しているかが大切との由。 

OABの人員構成について説明して頂きました、特に 1/4を占める営業

職は企画提案型が主流、1/3の編成が花形部署との由。 

OABの電源は割高な地熱発電１００％を使用しているが SDGｓの姿勢

を示している。 

所属部署以外にミッションを基に動く全社員所属の組織「プロジェ

クトチーム」にも所属しないといけないので、良いアイデア及び社員を

お互いに知るという相乗効果があるが、利益を生み出さないといけな

いので、結構きついとの由。 

他の民放に比べて強みがあるのは「放送外事業」２０１５年から海外

展開したり、コンテンツ制作力・発信力のノウハウの蓄積と共有により

国や自治体へのプロポーザル・助成事業が実を結んでいる。 

早稲田大学の先生と組んで「ビヨンド５G」にも取り組んでいる。 

テレビ局ってブラックですかという問いには、報道機関という性格

上災害時には全社一丸となって出社して一刻も早く報道しなければな

らない。 

労働基準法・産休・育休・時短・リフレッシュ休暇就業時間変更制度

等コンプライアンスが問われる業種との由。 

テレビを見ない、必要としない理由という質問に対して、インターネ

ットやスマホで足りるからという理由が大半でした。その他テレビの

前まで移動するのが面倒とかコンテンツが面白くない（見るものが無



い）から等が伺えました。 

地上波放送の定義（地上に鉄塔を建てる等）の説明がありました。 

放送業は放送法・番組基準・放送番組審議会・考査・自主規制等報道

機関として信頼性と公共性が義務付けられている。 

OABは、TVは勿論、イベントやデジタル分野等も全て大分の魅力を発

信するコンテンツだと考え、TV の枠にとらわれず常に新たな価値を生

み出し続けている、目指すは“総合メディア企業”との由 

過去１０年間に毎年コンスタントに２，３名採用している事や採用

プロセス等採用情報を説明して頂きました。 

最後に職業選択で大切にしていることはどんなことですかという

Q&Aで締めて頂きました。 

以上 


